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と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

1璽1、，1，　1　　ll、至。蓋1唱○

藝

、
繍
こ

　　謹
》

幅o
旨

　
　
驚
源
、
．

　
　
響
罐

噂
i
描
、
．
蟹
、
隔

一譲唱P

臥
、
監

　
　
　
，
望
直
矯

旺
舳
鵬
皿
、
－
』
』

鐸
㌔
ユ

　
　
七
ダ

北
タ
誘
つ
ッ

　
　
早
一
＄
つ
り

あ
呈
ザ
キ
ラ
キ
ラ

　
　
き
れ
・
で
す

た
ん
ざ
く
書
｝
て

　
　
珍
、
ヴ
3
し
♂
・
フ

た
ん
ぎ
く
書
り
て

　
　
ろ
ヅ
メ
し
ぜ
フ

　
幼
い
手
で
懸
命
に
、
色
紙

を
折
り
、
お
も
い
、
お
も
い

に
、
夢
を
託
し
て
作
り
あ
げ

た
竹
飾
り
が
、
立
派
に
出
来

あ
が
り
、
園
児
達
は
大
嬉
ぴ
。

　
今
年
も
七
タ
の
夕
が
き
ま

し
た
。
指
折
り
数
え
て
待
ち

に
待
っ
た
七
夕
で
す
。

　
牽
牛
星
と
織
女
星
が
、
年

に
一
度
の
天
上
の
逢
う
瀬
で

す
。

幼
い
心
、
純
真
な
心
を
傷

つ
け
ず
に
、
伸
び
伸
び
と
育

つ
よ
う
に
祈
り
た
い
も
の
で

す
。
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13日～16日

　
こ
と
し
の
白
石
夏
ま
つ
り
は
、
八

月
十
三
日
か
ら
四
日
間
例
年
に
な
い

多
彩
な
行
事
を
盛
り
た
く
さ
ん
用
意

し
て
盛
大
に
開
か
れ
ま
す
。

白
石
名
物
，
竿
灯
七
夕
”
飾
り
で
、

目
抜
き
通
り
を
初
め
街
全
体
を
竿
灯

一
色
で
う
ず
め
、
花
火
で
夏
の
夜
空

を
色
ど
り
、
ま
つ
り
の
最
終
日
に
歩
行

者
天
国
が
中
町
、
長
町
、
本
町
に
出
現

昔
な
つ
か
し
い
露
店
も
店
開
き
、
チ

ビ
ッ
コ
に
は
、
怪
獣
パ
レ
ー
ド
を
準
備

い
ま
か
ら
チ
ビ
ッ
コ
達
の
話
題
に
な

っ
て
お
り
ま
す
．
さ
ら
に
昨
年
自
石

市
と
夫
婦
温
泉
都
市
と
な
っ
た
、
伊

豆
土
肥
温
泉
か
ら
、
夏
ま
つ
り
の
お

祝
い
に
、
大
船
や
陣
屋
大
鼓
が
来
白

白
石
の
街
に
威
勢
よ
い
海
の
ム
ー
ド

が
再
現
、
又
横
浜
の
蛇
踊
り
も
登
場

し
、
目
新
し
い
趣
向
で
夏
ま
つ
り
の

ム
ー
ド
を
た
か
め
、
暑
さ
を
吹
き
と

ば
し
、
涼
風
を
吹
き
こ
ん
で
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
白
石
夏
ま
つ
り
行
事

◎
竿
灯
七
夕
飾
り
（
＋
四
日
～
士
ハ
日
）

◎
県
警
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
（
十
四
日
）

◎
高
校
バ
ト
ン
ガ
ー
ル
（
十
五
日
）

◎
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
（
十
五
日
）

◎
『
蛇
踊
り
』
横
浜
市
（
十
五
日
）

◎
大
船
、
陣
屋
パ
レ
ー
ド

　
　
夫
婦
温
泉
土
肥
市
（
十
五
日
）

◎
民
謡
踊
り
　
　
　
　
　
（
十
五
日
）

◎
水
か
け
青
年
み
こ
し
（
十
六
日
）

◎
歩
行
者
天
国
　
　
　
　
（
十
六
日
）

◎
花
火
大
会
　
　
　
　
　
（
十
六
日
）

㊦
納
涼
盆
踊
り
大
会
（
＋
三
日
～
＋
五
日
）

◎
露
天
市
　
　
　
　
（
＋
四
日
～
士
ハ
日
）

◎
怪
獣
パ
レ
ー
ド
、
　
（
十
六
日
）

馨
⑬

市
民
健
凍
窃
つ
9

留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
　
　
⑫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨

参
加
し
毛
毬
フ
⑫

　
　
　
　
　
　
暑
さ
に
負
け
な
い
体
力
づ
く
り
の

　
　
　
　
　
た
め
、
市
民
健
康
ま
つ
り
を
行
い
ま

　
　
　
　
　
す
。
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

　
　
　
　
　
ン
を
と
お
し
て
、
市
民
の
健
康
増
進

　
　
　
　
　
と
生
活
の
明
朗
化
を
は
か
ろ
う
と
す

　
　
　
　
　
る
も
の
で
す
。
ふ
る
っ
て
参
加
し
ま

　
　
　
　
　
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
◆
日
時
8
月
1
9
日
圓
午
前
9
時

　
　
　
　
　
◆
場
　
所
　
白
石
中
学
校

　
　
　
　
　
◆
申
　
込
　
8
月
10
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
課
あ
て

　
　
　
　
　
◆
種
　
目

　
　
　
　
　
　
ω
　
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
㈲
ビ
ニ
ー
ル
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
編
成

日
ゴ
ム
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
編
成

監
督
1
名

コ
ー
チ

　
　
ー
名

’1王

別
年

25

以
上

代
40

代

◇
選
手
は
男
3
名
以
内
女
5
名
以
上

◇
試
合
は
リ
ー
グ
戦
と
す
る

　
ぼ
ソ
フ
ト
ボ
一
ル

圃
男
子

　
　
　
　
　
　
　
　
2
名

　
　
　
　
　
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
名

　
　
　
　
　
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
名

監
督
！
名

㈱
女
子

監
督
1
名

選
　
　
手

30

才
以
上
の
者
　
補
欠

　
　
9
　
名
　
　
　
5

選
　
　
手

14

名
（
補
欠
を
含
む
）

藩
刊
名
璽
代
－
。
才
代
如
蒸

◇
試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
7
回
戦
と

　
㈲
民
謡
お
ど
り
　
　
　
　
す
る
。

　
　
　
　
午
後
1
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
名
一
女

翁
雪
冨
【
罷
－
雪
蚤
蚤
雪
【
－
【
コ
【
≡
置
コ
【
菱
望
認
妻
墨
望
コ
【
コ
【
罷
翌
罷
翌
コ
＝
聖
コ
【
盈
コ
星
雲
歪
】
蚤
【
置
一
＝

麗麗麗麗麗麗麗麗麗麗翻麗麗麗麗麗

翻鷺鍮魏囎．
　◎◎

鶴一みんなの道路
　◎　　　　　　　　　　　　　⑥⑥⑥繍◎

◎
◎
◎

◎
　
　
◎

◎
一

◎◎
、
つ

　
　
よ

　
し

　
ま

　
り

　
守

　
を

　
則

　
規

3
名

4
名

お
問
合
せ
は
市
役
所

　
　
　
　
　
内
線
三
一
四
番

一
コ
【
1
［
コ
＝
コ
【
コ
【
コ
一
コ
置
コ
【
コ
賦
コ
属
一
一
コ
‘
】
【
コ
【
コ
【
－
一
コ
【
一
一
コ
【
コ
一
コ
曜
－
一
1
【
－
匿
】
【
コ
【
薯
曝
】
一
コ
【
】
【
－
一
】
一
】
一
コ
【

　
道
路
整
備
は
も
っ
と
も
、
重
要
な

行
政
施
策
で
あ
る
た
め
、
と
く
に
、

市
で
は
、
最
重
点
を
お
き
、
市
民
生

活
に
直
結
す
る
主
要
道
路
八
万
三
千

粁
の
、
舗
装
が
完
了
し
ま
し
た
。
市

長
の
施
政
方
針
に
基
づ
き
主
幹
農
道

の
改
修
工
事
も
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
縦
貫
道
路
、
白
石
バ
イ
パ
ス
、
基

盤
整
備
等
の
工
事
進
捗
に
あ
わ
せ
、

本
格
的
な
都
市
道
路
の
建
設
、
整
備

に
力
を
結
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
道
路
は
、
み
ん
な
の
も
の
次
の
こ

と
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

◎
道
路
の
使
用
、
占
用
は
必
ず
許
可

　
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◎
道
路
に
、
は
み
だ
し
た
小
枝
は
、

　
切
り
取
り
ま
し
ょ
う
。

◎
土
砂
や
ゴ
ミ
を
道
路
わ
き
や
、
側

　
溝
に
捨
て
な
い
よ
う
に
。

　
　
　
自
儲
　
x
　
　
　
　
　
・
駿

翻

歩道づくり
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、
つと老人を交通事故から守ろ～・子ども

　
夏
休
み
で
、
二
ど
も
が
、
屋
外
て

遊
ぶ
時
間
が
長
緒
な
っ
た
り
、
解
放

的
な
気
分
に
な
り
、
こ
ど
も
の
交
通

事
故
が
多
く
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

又
ド
ラ
イ
バ
ー
も
、
暑
さ
の
た
め
気

持
が
、
い
ら
い
ら
し
た
り
、
疲
労
が

重
な
っ
た
り
す
る
た
め
、
運
転
が
乱

暴
に
な
り
、
い
つ
も
よ
り
交
通
事
故

を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
の
交
通
事
故
の
特
徴

①
と
び
出
し
事
故

②
保
護
者
同
伴
中
の
事
故

③
自
転
車
乗
車
中

　
の
順
序
で
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
夏
休
み
中
の
、
こ
ど
も

　
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
点

　
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
で
は

①
幼
児
の
事
故
は
保
護
者
の
責
任

　
幼
児
は
、
で
き
る
だ
け
手
も
と
に

　
お
き
、
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
す

　
る
と
と
も
に
、
連
れ
て
歩
く
と
き

　
は
、
車
の
通
ら
な
い
側
に
し
て
、

　
し
っ
か
り
手
首
を
に
ぎ
っ
て
、
歩

　
く
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
こ
ど
も
の
行
動
範
囲
を

　
　
　
　
　
　
き
め
て
お
く

　
　
夏
休
み
の
こ
ど
も
は
、
意
外
な

所
ま
で
、
遊
び
に
行
き
、
交
通
事
故

　
に
あ
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
ど
も
の
年

　
令
、
交
通
環
境
な
ど
を
考
え
、
遊
び

　
に
行
っ
て
も
よ
い
範
囲
、
遊
ん
で
い

　
け
な
い
場
所
な
ど
を
、
こ
ど
も
と

　
話
し
あ
っ
て
き
め
ま
し
ょ
う
。

③
遊
び
に
出
か
け
る
と
き
注
意
を

　
　
こ
ど
も
が
、
遊
び
に
出
か
け
る
と

　
き
、
具
体
的
に
、
車
に
注
意
し
な
さ

　
い
等
々
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

④
自
転
車
の
安
全
な

　
　
　
乗
り
方
を
教
え
ま
し
ょ
う

④
一
時
停
止
を
す
る
こ
と

◎
二
人
乗
り
を
し
な
い

④
友
だ
ち
と
自
転
車
競
走
を
し
な
い

、
騒
、

垂

　　　箋

ふ

盆
響

自転車事故危い！

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は

①
発
進
、
後
退
す
る
と
き
は
、
車
の

　
ま
わ
り
の
安
全
確
認
を
す
る
。

②
裏
通
リ
な
ど
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
控

　
え
め
に
す
る
。

③
止
ま
っ
て
い
る
車
の
わ
き
を
通
る

　
と
き
、
車
の
間
か
ら
こ
ど
も
が
？

　
と
ひ
出
す
こ
と
が
あ
る
の
で
、
急
澱

　
ピ
ー
ド
を
出
さ
な
い
よ
う
に
裾
．
蚕
夕
㌧

　
水
道
料
金
の
お
支
払
は

　
　
　
便
利
な
口
座
振
替
に

　
水
道
料
金
支
払
い
に
つ
い
て
、
ご

不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
し
た
か

口
座
振
替
制
度
実
施
に
よ
り
ま
し
て

共
働
き
の
方
、
留
守
が
ち
の
方
に
と

っ
て
大
変
便
利
に
な
り
ま
す
の
で
早

速
口
座
振
替
手
続
き
を
ど
う
ぞ
。

　
口
座
振
替
制
度
と
は

　
口
座
振
替
制
度
と
は
、
皆
様
の
指

定
口
座
（
預
金
）
か
ら
自
動
的
に
皆

様
に
か
わ
っ
て
金
融
機
関
が
水
道
事

業
所
に
支
払
っ
て
く
れ
る
制
度
で
す
。

　
振
替
手
数
料
は
一
切
か
か
り
ま
せ

ん
し
、
振
替
日
に
振
替
え
ら
れ
、
毎

月
皆
様
に
領
収
書
を
郵
送
い
た
し
ま

す
。　

お
申
込
み
方
法
に
つ
い
て

　
お
申
込
み
は
水
道
事
業
所
又
は
次

ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

の
市
内
金
融
機
関
へ
「
水
道
料
金
領

収
書
」
「
預
金
通
帳
」
「
金
融
機
関
へ
の

届
出
印
鑑
」
を
お
持
ち
に
な
る
だ
け

で
す
み
ま
す
。

　
白
石
市
水
道
事
業
所

　
七
十
七
銀
行
。
徳
陽
相
互
銀
行
。

　
仙
南
信
用
金
庫
。
振
興
相
互
銀
行

　
白
石
農
業
協
飼
組
合
。

　
　
　
　
炉
デ
在
漸
　
、
．
．
3
客
、
硝

　
　
レ
蔭
現
世

飾ホ姻
　・4勲、1現

帯数　　9，754世

舶1轡男「穐9嚇
数、。冑2薯幽承

“
月
賦
の
契
約
を

　
　
解
約
出
来
る
で
し
ょ
う
か
”

固
　
ミ
シ
ン
の
月
賦
販
売
契
約
書
に

　
捺
印
契
約
し
た
後
に
、
欠
陥
ミ
シ

　
ン
の
話
を
聞
き
、
解
約
し
た
い
の

　
で
す
が
出
来
る
で
し
ょ
う
か
。

圏
　
契
約
日
か
ら
四
日
以
内
で
し
た

　
ら
解
約
出
来
ま
す
。

圃
契
約
書
を
読
み
ま
し
た
が
、
よ

　
く
理
解
出
来
る
よ
う
に
、
書
い
て

　
な
い
よ
う
で
す
が
。

周
　
現
在
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

　
な
い
は
ず
で
す
。
去
年
ま
で
は
、

　
契
約
内
容
が
業
者
本
位
の
も
の
が

　
多
く
、
不
当
な
被
害
が
あ
り
ま
し

　
た
の
で
、
消
費
者
を
守
る
た
め
昨

　
年
法
が
改
正
さ
れ
、
誰
で
も
わ
か

　
る
よ
う
に
、
書
き
あ
ら
わ
す
事
に

　
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

①
見
お
と
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

　
大
き
な
字
で
書
く
こ
と
。

②
は
っ
き
り
理
解
出
来
る
よ
う
に
、

　
標
準
語
を
使
う
こ
と
。

③
責
任
者
、
相
談
窓
口
を
書
く
こ
と
。

④
四
日
以
内
の
解
約
に
応
じ
る
こ
と
。

⑤
買
う
側
に
不
法
な
損
害
を
与
え
な

　
い
こ
と
。
な
ど
で
す
。

　
　
納
得
の
上
で
、
買
物
を
す
る
か
・

　
し
こ
い
消
費
者
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
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（
漕
お
知
遅

（
〔

固
国
圏
（
内
線
二
二
四
番
）

　
行
政
相
談
日

①
日
時
　
8
月
1
1
日
後
1
時
～
3
時

②
場
所
　
市
　
民
　
会
　
館

固
團
圏
囲
（
内
線
二
九
八
番
）

　
交
通
事
故
移
動
相
談

①
日
時
　
8
月
7
日
前
1
0
時
～
後
3

②
場
所
　
市
役
所
3
階
図
書
室

③
担
当
相
談
員
　
遠
藤
　
武

囹
国
■
騨
内
線
晃
o
番
）

　
三
才
六
ヵ
月
児
検
診

①
該
当
者
　
昭
和
45
年
2
月
！
日
～

　
　
　
　
　
28
日
ま
で
の
出
生
者

②
日
　
時
　
8
月
2
8
日
午
後
1
時

③
場
　
所
　
白
石
保
健
所

　
三
ヵ
月
児
検
診

①
該
当
者
　
4
月
1
3
日
～
5
月
9
日

　
　
　
　
　
ま
で
の
出
生
者

②
日
　
時
　
8
月
2
日
又
は
9
日

　
　
　
　
　
午
後
1
時

③
場
所
白
石
保
健
所

　
六
ヵ
月
児
検
診

①
該
当
者
　
昭
和
4
8
年
2
月
出
生
者

②
日
　
時
　
8
月
16
日
又
は
8
月
2
3

　
　
　
　
　
日
　
午
後
1
時

③
場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

　
十
一
一
ヵ
月
児
検
診

①
該
当
者
　
昭
和
47
年
7
月
出
生
者

②
日
　
時
　
8
月
8
日
午
後
1
時

③
場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

回
園
■
国
（
内
線
三
四
番
）

　
戸
籍
の
手
数
料
改
正

◇
戸
籍
の
謄
・
抄
本
の
交
付
及
び
、

　
戸
籍
簿
の
閲
覧
は
、
七
十
円
に
な

　
り
ま
し
た
。

◇
戸
籍
に
関
す
る
届
出
等
の
受
理
証

　
明
書
の
交
付
は
五
百
円
に
な
り
ま

　
し
た
。

嗣
闘
嗣
凹
内
線
二
三
三
番
）

　
定
期
生
活
相
談

①
日
時
　
8
月
5
日
・
1
5
日
・
2
5
日

　
　
　
　
午
前
1
0
時
ー
12
時

②
場
所
　
市
役
所
　
第
2
会
議
室

囹
目
團
（
内
線
二
八
蕃
）

　
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
咳
・

　
　
破
傷
風
（
三
混
）
予
防
接
種
実
施

①
該
当
者
　
昭
和
47

年
6
月
1
日
ー

　
　
　
　
昭
和
48

年
4
月
3
0
日
ま
で

　
　
　
　
の
出
生
者

②
日
時
　
8
月
1
7
日
と
8
月
2
4
日

　
　
　
　
午
後
1
時
～
2
時

③
場
所
　
市
　
民
　
会
　
館

　
ワ
イ
ル
病
予
防
接
種
実
施

①
該
当
者
　
就
農
者
及
び
希
望
者

②
日
　
時
　
第
1
回
　
8
月
2
0
日

　
　
　
　
　
第
2
回
　
8
月
27
日

　
　
　
　
　
午
後
1
時
～
2
時

③
場
　
所
　
市
　
民
　
会
　
館

圃
（
⑤
三
八
七
五
番
）

　
〃
子
ど
も
　
お
ば
け
大
会
”

、

　
児
童
館
名
物
．
子
ど
も
お
ば
け
大

会
”
を
開
き
ま
す
。
お
友
達
と
共
に

見
に
お
い
で
下
さ
い
。

①
日
　
時
　
8
月
20
日
～
2
1
日

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

②
場
　
所
　
児
童
館
遊
戯
室

③
入
場
料
　
無
　
料

図
囹
團
（
⑥
三
〇
〇
四
番
）

　
開
館
時
間
延
長
に
つ
い
て

①
期
間
　
8
月
1
日
～
2
2
日

②
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
6
時

　
た
だ
し
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

　
新
刊
図
書
紹
介

ω
マ
マ
お
話
き
か
せ
て
　
　
小
学
館

図
ジ
ュ
ニ
ァ
入
門
百
科
　
秋
田
書
店

㈹
世
界
怪
奇
ス
リ
ラ
ー
　
秋
田
書
店

勾
ぼ
く
ら
の
天
体
観
測
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ

㈲
さ
い
ご
の
渡
り
鳥
　
　
　
集
英
社

㈲
消
え
た
国
旗
　
　
　
　
岩
崎
書
店

ω
伊
賀
の
四
鬼
　
　
　
　
　
講
談
社

⑧
黒
白
の
虹
　
　
　
　
　
　
光
文
社

麗
團
團
團
團
團
飼
團
團
團
團
囎
團
盤

留
　
　
　
　
　
す
團

留
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
留

留團飽留留鶴團留留團留團團

市県民税
　　　（第2期）

　を納める月で
團留團團團團留留留團團團醗

囎
團
團
留
團
團
翻
留
團
鶴
留
留
團
留
一

㈲
暗
　
雲

⑩
野
山
の
薬
草

⑳
ぐ
ん
ぐ
力
の
つ
く

　
　
　
学
習
ゲ
ー
ム

働
川
釣
り
百
科

白
馬
出
版

　
北
隆
館

黎
明
書
房

　
西
東
社

闘
（
内
線
三
一
一
番
）

　
第
八
回
『
議
会
を
み
つ
め
る
会
』

　
　
　
　
　
参
加
募
集
に
つ
い
て

　
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
協
議
会

で
は
、
九
月
定
例
市
議
会
傍
聴
の
参

加
者
を
次
の
要
領
で
募
集
中
で
す
。

応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
す
る
成
人

募
集
人
員
　
六
〇
名

応
募
〆
切
　
明
る
く
正
し
い
選
挙
推

　
進
協
議
会
（
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
内
線
三
一
一
番
）
へ
電
話
か
郵
便

　
（
住
所
・
氏
名
・
年
令
）
で
お
申

　
込
み
下
さ
い
。

傍
聴
期
日
　
九
月
中
旬
の
予
定

　
　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
3
時

図
一
回
囲
（
⑤
二
七
四
五
番
）

　
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　
郵
便
局
の
簡
易
保
険
積
立
金
は
、

学
校
、
病
院
、
公
営
住
宅
、
道
路
な

ど
公
共
施
設
の
整
備
拡
充
に
、
は
ば

広
く
還
元
融
資
さ
れ
、
明
る
い
町
づ

く
り
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　
簡
保
資
金
融
資
施
設
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
を
次
の
要
領
で
実
施
い
た
し
ま

す
。
カ
メ
ラ
愛
好
者
の
皆
さ
ん
、
ふ

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◎
題
材
お
よ
び
内
容

　
　
画
面
に
融
資
施
設
（
白
石
第
一

　
小
学
校
・
白
石
中
学
校
屋
体
・
白

　
川
中
学
校
プ
ー
ル
・
公
営
住
宅
新

　番　　医

　　外　　科

刈田　病院⑤2145

加藤伏1医院⑥2653

刈田　病院⑤2145

朝倉　病院⑤2101

刈田　病院⑤2145

銭谷　医院⑤2010

　　休　　日　当

月部　　　内　　科

85日笛　　医院⑤2410
12日水野　医院⑤2735

1g日ロ藤（司医院⑤2001

26日引地　医院⑤2036

92日　崎　医院⑤2210
gl日亘理医院励355

　
館
団
地
・
寿
山
団
地
）
が
入
っ
て

　
い
る
も
の
。

◎
サ
イ
ズ

　
　
白
黒
は
四
つ
切
判
。
か
ラ
ー
は

　
3
5
ミ
リ
以
上
。

◎
応
募
細
則

　
①
作
品
に
住
所
、
氏
名
、
職
業
、

　
②
未
発
表
の
作
品

　
　
撮
影
場
所
、
画
題
、
施
設
名
を

　
　
記
入
し
た
応
募
用
紙
を
添
付
ρ

　
③
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に

　
　
帰
属
し
ま
す
。

◎
賞

　
賞
　
　
カ
ラ
ー
　
　
白
　
黒

　
推
薦
三
万
円
一
点
二
万
円
［
点

　
特
選
二
万
円
二
点
　
一
万
円
二
点

　
入
選
五
千
円
五
点
五
千
円
五
点

　
佳
作
賞
品
二
十
点
賞
品
二
十
点

◎
作
品
の
受
付

　
各
郵
便
局
、
保
険
窓
口

口
週
斤
　
　
区
ド
旧
弼
茱
’


